
外来医師偏在指標に係るデータ

参考

圏域名
一般診療所従事

医師数(人)

労働時間

調整係数

人口

(10万人)

昼夜間

人口比

外来標準化

受療率比

(昼間人口)

診療所の外来患

者対応割合

人口10万対

医師数

00    全国 106.3 102,457 1.000 1277.1 1.000 1.000 0.755 106.3

06    山形県 93.3 840 1.001 11.1 0.997 1.079 0.757 100.2

0601  村山 104.7 452 1.003 5.4 1.000 1.057 0.752 110.3

0602  最上 69.8 37 1.015 0.8 0.978 1.125 0.638 75.6

0603  置賜 83.6 136 1.013 2.1 0.992 1.085 0.731 88.9

0604  庄内 85.9 215 0.989 2.8 0.999 1.107 0.810 96.1

※１　診療所従事医師数 ・医師・歯科医師・薬剤師調査（2016年）　12月31日現在の医療施設（病院及び診療所）従事医師数のうち、診療所従事医師数（性・年齢階級別医師数）。

※２　労働時間調整係数 ・平成28年度厚生労働科学特別研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」(研究班)　より、診療所従事医師の性・年齢階級別の平均労働時間を用いて、以下の方法で算出。

　当該地域の労働時間調整係数＝ Σ ( 当該地域の性・年齢階級別診療所従事医師数 × 性・年齢階級別医師の平均労働時間数 ÷ 全医師の平均労働時間数 ) ÷ 当該地域の診療所従事医師数

※３　人口 ・住民基本台帳人口（2017年）　2018年1月1日現在の人口（外国人含む、性・年齢階級別の人口）。

※４　昼夜間人口比 ・国勢調査（2015年）　当該地域の夜間人口あたりの昼間人口比（性・年齢階級別）。

※５　外来標準化受療率比（昼間人口）

※５-１　全国の性・年齢階級別の ・患者調査（2017年）　全国の性・年齢階級別の外来患者数を用いて、以下の方法で算出。

外来受療率 　全国の性・年齢階級別の外来受療率 ＝ 〔全国の性・年齢階級別の外来患者数〕 ÷ 〔全国の性・年齢階級別の人口（2017年の住民基本台帳人口）

※５-２　地域の外来期待受療率 ・「全国の性・年齢階級別の外来受療率」、「当該地域の性・年齢階級別人口」を用いて、当該地域の外来期待受療率を以下の方法で算出する。

（昼間人口） 　当該地域の外来期待受療率(昼間人口) ＝  Σ〔全国の性・年齢階級別の外来受療率 × 当該地域の性・年齢階級別人口 × 当該地域の性・年齢階級別昼夜間人口比 〕÷ 〔 当該地域の人口 × 当該地域の昼夜間人口比〕

※５-３　地域の外来標準化受療率比 　当該地域の外来標準化受療率比(昼間人口) ＝ 当該外来期待受療率(昼間人口)　÷　全国の外来期待受療率

（昼間人口）

※６　診療所外来患者対応割合 ・ＮＤＢ(レセプト情報・特定健診等情報データベース)の平成29年4月から30年3月までの診療分データ（12か月）に基づき抽出・集計したもの。

　診療所外来患者対応割合 ＝ （当該地域内の診療所の外来患者延数）÷ （当該地域内の診療所の外来患者延数 + 当該地域内の病院の外来患者延数）

※ ここでの外来患者延数は、NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診及び往診・在宅訪問診療の診療行為の算定回数を合算したもの。

診療所従事医師数 人口

外来医師偏在指標

(昼間人口を考慮)

・外来医療については、診療所の担う役割が大きいため、診療所医師数を性別・年齢階級別に区分し、平均労働時間の違いを用いて調整する。

・従来の人口10万人対医師数をベースに、地域ごとに性・年齢階級による外来受療率の違いを調整する。

地域の診療所の外来患者対応割合(※４) ＝

地域の外来期待受療率
(※３)

全国の外来期待受療率
地域の標準化外来受療率比

(※２)
 ＝

地域の診療所と病院の外来延べ患者数

地域の診療所の外来延べ患者数

【外来医師偏在指標の算出方法】

外来医師偏在指標　＝

Σ 性・年齢階級別医師数 　×　性・年齢階級別平均労働時間

　標準化診療所医師数
(※１)

 ＝
全医師の平均労働時間

標準化診療所医師数(※１)

　地域の期待外来受療率(※３) ＝

全国の性・年齢階級別外来受療率

地域の人口（10万人）×  地域の標準化受療率比(※２) × 地域の診療所の外来患者対応割合(※４)

　×　地域の性・年齢階級別人口 × 昼夜間人口比

地域の人口 × 昼夜間人口比

Σ
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